「東南アジアにおける鉄道整備・近代化支援に関する調査」に
関する報告書

１．業務の目的
鉄道網の整備・充実は、環境にやさしい交通網の実現、エネルギー消費量削減のための手段としても国際的に注目を集めている。
特に、今後一層の経済成長が見込まれる東南アジア諸国においては、大都市への人口集中が進む一方、鉄道網の状況は既存施設のメンテナンスが不足し老朽化も進んでいる結果、鉄道の運行の遅延や事故等が発生している、あるいは、そもそも都市鉄道が未整備で交通渋滞が慢性化しているなどの課題があり、鉄道網の整備・充実は必須であると言える。　

上記状況を踏まえ、特に鉄道の整備・近代化が急務であるミャンマーを中心に、対象諸国における鉄道の現状および課題を分析するとともに、我が国の鉄道システムの導入および普及に資することも念頭に置きつつ、当該諸国における鉄道網の整備・近代化に向けた施策の展開に資する提言を行うことを目的とする。

２．業務活動の方法及び項目
（１）業務の進め方
いずれの業務も、当機構が単独で調査・研究を行った（一部調査支援業務の委託あり。）。
　
（２）業務項目
本年度の業務項目は、以下の通りである。

1 ミャンマー鉄道保有の日本製中古気動車の維持管理能力のあり方に関する研究
2 ミャンマー鉄道への列車ダイヤ作成システムの導入に関する研究
3 トルコにおける都市鉄道および都市間鉄道の現状に関する研究
4 グローバル化に対応した鉄道事業のあり方に関する研究
３．業務の内容
ここでは、報告書にまとめた各業務の内容について紹介する。なお、特に(1)については、「ミャンマー鉄道改善検討委員会　報告書」（2013年３月取りまとめ）において取りまとめられた、ミャンマーの鉄道の改善・近代化に係る提言も踏まえて行った。
（１）ミャンマー鉄道保有の日本製中古気動車の維持管理能力のあり方に関する研究
上記委員会提言において、ミャンマーの鉄道について主要課題の一つとされた輸送力の増強による輸送サービスの向上のため、ミャンマー鉄道（以下「MR」）が保有している日本製中古気動車で故障等により非稼働となっているもののうち、保守部品の購入・取換えだけでは走行可能な状態にすることが難しいものを対象に、走行に関わる主要部品を1両分提供して走行可能な状態に再生させた。また、当該部品の現地での取付け作業に当たっては、我が国から派遣した技術者によるＭＲ作業員への技術指導を併せて行うとともに、交換した部品のマニュアルや取付け・改造に使用した図面を提供して再生後のメンテナンスが十分に行える体制を整備することにより、ＭＲの車両維持管理能力の向上を図ることとした。更に、実施結果を踏まえ、課題の整理および今後の支援のあり方を考察した。

（２）
ミャンマー鉄道への列車ダイヤ作成システムの導入に関する研究
ミャンマー鉄道（以下「MR」）における列車運行ダイヤの作成は、計画ダイヤから実績ダイヤに至るまで手作業で行われているため、作業量が膨大かつ非効率なものとなっている上、作成された列車ダイヤの利用範囲も運行部門担当者に限られ、乗務員や軌道・路盤の保守現場の作業員等他部門の職員には利用されていない。そのため、列車ダイヤ作成業務の効率化、および多くの関係者による列車ダイヤの共有による各種効果（例：列車ダイヤを踏まえた保線作業の実施による現場の安全性の向上等）の発現を推進するため、MRが使用できる英語に対応した列車ダイヤ作成ソフトの作成、同ソフトのMRへの提供およびMR担当者に対する同ソフトの使用方法の研修を行うことにより、列車ダイヤ作成業務の効率化を図ることとした。併せて、列車ダイヤを指令所以外の部門でも日常的に利用する場合のあり方なども提言した。

（３）
トルコにおける都市鉄道および都市間鉄道の現状に関する研究
　トルコでは、2000年代初頭以降、都市鉄道および都市間鉄道（高速鉄道）の整備・充実が急速に進められている。このような状況下、我が国のこれまでの鉄道政策のノウハウがトルコの今後の鉄道政策に大いに役立つものと考えられること、加えて我が国鉄道関係事業者もトルコへ高い関心を示している一方、我が国においてトルコの鉄道に関する最新情報や、現在トルコの鉄道が抱えている課題等についての情報が不足していることから、トルコにおける近年の都市鉄道および都市間鉄道の整備状況並びに政策の将来展望、更にトルコの鉄道が現在抱えている課題等について情報収集・整理・分析を行った。
（４）グローバル化に対応した鉄道事業のあり方に関する研究
グローバル化の進展に伴い、インフラ事業とそれに関わる技術の新たな展開が急速に進む中、特にアジア各国では、鉄道事業（インフラ・オペレーション・技術を含む）への期待が拡大している。そのような中、省エネルギー性、安全・安定・高頻度・大量輸送等事業・技術の両面で高い評価を受けている我が国の鉄道事業が海外展開を進めるにあたり適当と考えられる国・地域について調査・分析を行い、当該各国・地域において鉄道事業を展開するために必要なニーズ及び課題を明確にした上で、方策を提言した。
４．事業の成果、達成状況
本事業は、特にミャンマーの鉄道に係る上記研究の実施（我が国の鉄道技術の普及を含む。）を通じて、ミャンマー鉄道保有の日本製中古気動車の維持管理能力の向上によるミャンマーの鉄道の改善・近代化に資するとともに、我が国の鉄道システムの比較優位性およびその導入・普及の有効性について、ミャンマーの鉄道関係者の理解の向上等を図ることができるなど、所期の事業目標を達成したと考える。
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